
花 を 見 る よ う に

君 を 見 る



꽃을 보듯 너를 본다

I SEE YOU LIKE A FLOWER

By Tae Joo Na

Copyright © 2015, Tae Joo Na

All rights reserved

Original Korean edition published by JIHAE

Japanese translation rights arranged with JIHAE through BC Agency.  

Japanese edition copyright © 2020 by KANKI PUBLISHING.



5

はじめに
作者のことば

この詩集は、私の詩の中でインターネットのブログやツイッターに
よく掲載される詩ばかりを集めた本です。
そのため、私の本ではあるものの、
読者の意見を十分に聞いてつくった本であるといえるでしょう。
私は、一人の詩人の代表作は詩人自身が決めるのではなく、
読者が決めるものだと信じている人間です。
それほどに読者の力は大きく、また強いのです。
そういった意味で、この詩集は私に特別な感覚を与えてくれます。
読者が選んだ詩だけを集めた本であるため、
なおさら読者が愛してくれたらよいという思いになります。
末期の惑星であるこの地球で、さらにまた紙を消費して本を出す行為によって、
木々に対して、太陽に対して申し訳ないという気持ちになります。
しばしのあいだ、みなさんの平安を祈ります。

2015年　初夏

 ナ・テジュ
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ぼくがきみを

ぼくがきみを
どれほど好きなのか
きみは知らなくてもいい

きみを好きな気持ちは
ただぼくのものだから
ぼくの慕う気持ちは
ぼく一人のものだとしても
満ちあふれるものだから……

ぼくはもう
きみなしでも　きみを
好きでいられる

その言葉

会いたかった
いつも考えていた

そう言いながら　最後まで
残したままの言葉は
愛してる
きみを愛してる

口の中に残ったその言葉が
花となり
香りとなり
歌となればいい
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好きです
好きだというから　ぼくも好き
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愛にこたえる

美しくないものを美しく
見てあげることが愛だ

よくないものをよいように
考えてあげるのが愛だ

嫌なことにもよく耐えて
最初のうちだけでなく

この先もずっと
そうしてあげるのが愛だ

風の吹く日

「きみはぼくに、会いたくもないの？」
雲の上に書こう

「ぼくはきみに、とっても会いたいんだぞ！」
風の上にのっけよう



1 6 1 7

愛にこたえる

美しくないものを美しく
見てあげることが愛だ

よくないものをよいように
考えてあげるのが愛だ

嫌なことにもよく耐えて
最初のうちだけでなく

この先もずっと
そうしてあげるのが愛だ

風の吹く日

「きみはぼくに、会いたくもないの？」
雲の上に書こう

「ぼくはきみに、とっても会いたいんだぞ！」
風の上にのっけよう



1 8 1 9

落とし穴

きみのからだからは
ライラックの花の香りがする　紫色の

きみの唇からは
デンドロビウムの香りがする　空色の　

きみの瞳の奥からは
ろうそくの灯

ひ

が立ちのぼる　黄金の　

だけどそれは罠
途方もない落とし穴

あこがれ

行くなと言われても　行きたい道がある
会うなと言われても　会いたい人がいる
やるなと言われると　やりたくなることがある

それが人生であり　あこがれ
まさにきみだ
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不器量な人形

ぶさいくなのが　むしろかわいいんだね
小さな目に　ぺちゃんこの顔

あれあれ　いまにも
泣きだしそうだね

それでも大好きだよ
きみが大好き
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生きる術
すべ

恋しい日には　絵を描いて
さみしい日には　音楽を聴いた

それでも余った日には
きみを想うしかなかった
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